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◎特集看護外来の開設
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看護師たちの力を統合した「看護外来」で、患者さんに「温もりのある看護」を感じて欲しい

今年8月 2日 に「看護外来」が開設され

ました。糖尿病外来・禁煙外来・在宅酸

素療法 (HO丁)外 来 。自己導尿外来。子

育て支援外来の5つ の外来が設置され、

専門的な知識と技術をもった看護師が、

患者さんとご家族に対して相談。指導・ケ

アを行います。

看護外来が開設される前から、看護師

による患者さんやご家族に対する相談は

行っていましたが、時間が充分でなかった

り、外来診療科別の対応であったりと患者

さんに落ち着いた雰囲気の中でお話しでき

る環境ではありませんでした。今回、看護

外来の開設にあたって、看護外来専用の

部屋ができるなど環境が整備され、落ち着
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いた場所で患者さんと向き合えるようにな

りました。実際に看護外来を受診された方

からは、「ゆったりとした環境で、理解できる

まで説明を受けることができた」「今まで医

師や看護師に聞けなかったことを時間をか

けて聞くことができた」などのお声をいただ

いています。

看護外来を開設した目的の1つ として、

専門性をもった看護師が自分の力を発揮

できる場を整備したかったということが挙げ

られます。当院では看護師の教育に力を入

れており、専門看護師や毎年 2、 3名 の認

定看護師の合格者を出しています。自ら学

び自ら高めていこうとする看護師が多く、こ

れからも専門的な知識と経験を積んだ看

護師が増えていくと

考えられます。そんな

看護師たちの力を

統合し、患者さんに

質の高い看護を提

供する場が看護外

来です。看護外来で

相談にあたるのは、

専門看護師や認定

看護師などの資格

をもち、さらに現場での実践活動や経験を

積んできた看護師、そして、各領域の専門

的な学びを深め資格を取得している看護

師たちです。専門的な知識をもっているだ

けではなく、経験を積み、多くの患者さんと

接してきています。治療方針や内容の説

明を具体的にすることで、今後の自分をイ

メージした働きかけができるのではないかと

思います。また、看護師たちも自分の知識

や経験を存分に発揮することで、仕事に対

するモチベーションを更にあげてくれるで

しょう。現在、当院に勤務する看護師の約

半数、約300名 近くが経験3年 以下の人

たちです。その中で「自分の目指す看護を

実践できる環境を作る (倉1る )」 ことが私の

一番の目標です。また、ここで働く1人 ひと

りが看護師になって良かったと思える組織

を作って(創 って)いきたいと考えています。

そのためには、どんな労力も厭いません。

看護外来の検討・準備期間は1年 余りを

かけました。

看護外来がスタートしてからlヶ 月が経

ちました。予想以上の方が看護外来を受

診されています。これは医師の皆さんが積

極的に患者さんへ看護外来を紹介してく
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看護外来受診の様子

場所は外来棟 3階
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ださっているためです。準備段階から先生

方は非常に協力的で、開設後も患者さんが

抵抗なく看護外来を受診できるようサポート

してくれています。看護外来は、看護師だけ

がひとり歩きしているものではありません。

医師・看護師・コメディカルのスタッフ全

員が、同じく力を合わせて医療や看護を提

供すべきだという考えの下、“チーム医療 "

の一貫として看護外来は存在しています。

今後も、医師やコメディカルのスタッフと共

に歩みながら、患者さんにより良い医療や

看護を提供していきたいと思います。

受診後のアンケートに目を通しますと、

多くの患者さんが、指導やケアに満足して

くださっています。患者さんの満足度が高

いのは、指導にあたった1人 ひとりの看護

師が丁寧に患者さんと接し、良い看護を提

供できているからではないでしょうか。私は、

看護師たちに「患者から学び、患者へ還

元する」という病院の理念を大切にし、実

践して欲しいと考えています。看護を提供

するという姿勢よりも、患者さんから多くの

情報を得てアセスメントを行い、必要があ

ればさらに勉強し、学んだことを他の患者さ

んへお返しするという姿勢で看護にあたっ

て欲しいと思います。

患者さんに寄り添うという気持ちをいつ

までも忘れずに、外来や病棟で患者さんと

関わり、「患者さんに寄り添い温もりのある

看護」を感じていただきたいですね。

PROFELE
たぶちのりこ01979年聖カタリナ女子高等

学校衛生看護専攻科卒業。同年、愛媛大学

医学部附属病院へ。外科、小児科、血液内

科、循環器内科、外科病棟看護師長を経て、

2004年 副看護部長、2007年 4月 より看護

部長に就任。愛媛大学法文学部の夜間コー

スも卒業、日本看護協会が認定する認定看護

管理者の資格も今年取得。趣味は三味線、

琴、家庭菜園。

糖尿病外来

患者さんが糖尿病と向き合い、生活調整

をしながら、血糖値や体重、コレステロール

値、血圧などを自己管理できるようにアドバ

イスします。また、外来でインスリン療法を

導入する患者さんへの相談も行います。

禁煙外来

喫煙はニコチン依存症という病気です。

禁煙治療は、喫煙離脱と健康作りだけで

なく、周り受動喫煙の危害をなくし、数日で

禁煙の効果が実感できます。

在宅酸素療法外来

在宅酸素は、医師の指導内容を理解し自

己管理できているか、患者さんの心理状

態・日常生活の状態を把握し、今後の方

向性を見出していけるように支援します。

自己導尿外来

自己導尿指導の必要性を説明し、患者さ

ん自身が意思決定できるように支援します。

患者さんの適応レベル (導 入期・習得期・

再教育・確立期)にあった支援をします。

子育て支援外来

産後の母乳、育児の援助や相談、保健指

導を行います。入院中に授乳トラブルが

あった方、育児不安がある方、あるいは予

測される方等を支援します。

看護部 田渕典子 部長

糖尿病外来 宮 本 悦 子 看 護 師
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禁煙外来 川 上 員 理 子 看 護 師

在宅酸素療法外来 看護師

自己導尿外来 島 崎 絵 里 奈 看 護 師
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子育て支援外来 古 田 美 幸 助 産 師

高岸みどり助産師
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「病 院 ロゴマーク」決 定報告
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地域に根ざした病院として、県内地域

住民に認知してI頁 き、また愛媛大学医学

部附属病院を広くアピールするために、今

回「病院ロゴマーク」の公募を行いました。

応募作品6点の内、本院のイメージアッ

プに相応しいコンセプトを持った2点が7月

開催の病院運営委員会で決定いたしまし

た。作者は、田渕典子さん (本 院看護師)

と井上真季さん (宇和島市在住のデザイ

ナー)のお二人です。

今後「病院ロゴマーク」は、院内にある

売店「コンビニエンスあいあい」で販売する

オリジナル商品を対象に使用いたします。
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愛 媛 大 学 医 学 部 附 属 病 院

医療サービス課  丁巨L:089-960-51 81  FA× :089-960-5134

愛媛大学医学部附属病院 センター・施設トビックス
お気軽にご相談ください

平成22年度病院見学ツアーを実施

平成22年 8月 6日 (金 )、 愛媛大学オープン

キャンパスの一環として、高校生を対象とし病

院見学を実施しました。参加した高校生20名

は、各診療科医師の引率により、手術部、放

射線部、医療福祉センター、各病棟などを見

学し、「普段は見ることができない病院内の設

備を見ることができた」「この病院で働きたいと

思った」などの感想をいただきました。本院で

は、これからもこのような取組を開催し、地域

に開かれた病院を目指していきます。

総務課総務チーム

TEL:089‐ 960‐ 5125 FAX:089-960-5131

七タコンサートの開催

平成22年 8月 10日 (火 )16時 より附属病

院外来ホールにおいて、ひめぎん音楽部「サ

ウンドオアシス」による七タコンサートを開催

しました。アニメソングからナツメロまで、約

200名 の聴衆が、その経験豊富なサウンドを

楽しむことができました。

また、公演に先立ち、ひめぎんの行員の皆

様から集められた図書 1200冊が、本院ボラン

ティアの院内図書室に寄贈される贈呈式が

行われました。

医療サービス課医療福祉推進チーム

TEL:089-960‐ 5125 FAX:089‐ 960‐ 5099

編集後 記

秋も深まってきました。風邪など

にお気をつけ下さい。さて、今回

のINⅥ丁A丁 |ONは、この8月 に

スタートした看護外来を特集し

ました。当院の看護師が、患者

さんの悩みや相談に専門の立

場から熱心に関わってくれてい

ます。

よく言われますが、医療はチーム

で行われます。昨今さまざまな角

度からの病院機能評価がなされ

ていますが、当院はどのような評

価でも職員の評価が高いことが

誇りです。私たちは病院―丸と

なって、医療をさらに血の通った

質の高いものにするプロジェクト

を、これからも続けて行くつもり

です。皆様のご声援やアドバイ

スをお願いいたします。

0愛媛大学医学部附属病院広報委員会

委員長 檜垣賞男

0表紙の人

看護外来の担当看護師

― 看護外来にて一

愛媛大学医学部附属病院
〒791‐0295愛媛県東温市志津川 Te 089‐964‐5111(代 )

ホームベージhttp://www hsp ehime u acip/


